
午後の部 (伝送交換)平 成 ３ ０ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝74

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝75～伝78

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１１日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は７月３０日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、移動通信システムのＬＴＥで用いられるＥＰＣのアーキテクチャの特徴について

述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、そ

の番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＥＰＣのアーキテクチャでは、発着信処理時間を短縮する常時接続機能、パケットロスが発

生しない高品質なハンドオーバ制御機能などを実現することでパケット交換網での運用の最適

化を図っている。

端末がＬＴＥ無線アクセスネットワークに接続されると、 (ア) 内の接続状態が確立さ

れ、この状態が保持される。端末が一定時間通信しないと、無線区間のリソースだけが開放さ

れ、端末とネットワーク内におけるＩＰコネクティビティは保持される。これにより、端末が

通信を実際に始める場合には、無線区間のみを再度設定するだけでよく、接続遅延の短縮が実

現可能となる。

３ＧＰＰアクセス間の切替えの場合は (イ) が、３ＧＰＰと非３ＧＰＰアクセス間の切

替えの場合は (ウ) が、それぞれモビリティ制御のアンカー機能を提供することにより、

接続する無線アクセスの変更に伴うネットワーク内の経路切替えを実現する。そのため、端末

は無線アクセスの切替え前に割り当てられた (エ) を変更する必要がなく、無線アクセス

の切替え後も通信を継続することが可能となる。特に３ＧＰＰ間の無線アクセスの切替えでは、

パケットロスのない高速なハンドオーバを可能としている。

また、３Ｇネットワークの構造と比較したＥＰＣの特徴として、ユーザデータが経由する

ノード数を削減していることが挙げられる。３Ｇのネットワークでは、３階層によりユーザデータ

を伝送していたが、ＥＰＣのアーキテクチャでは、 (イ) と (ウ) の２階層に集約し

たフラットなネットワーク構造により、遅延の低減を実現している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＩＳＰ ② ＧＧＳＮ ③ Ｓ－ＧＷ ④ ＮｏｄｅＢ

⑤ ＨＧＷ ⑥ Ｐ－ＧＷ ⑦ ＭＡＣアドレス ⑧ アクセスポイント

⑨ ＬＡＮ ⑩ ＳＳＩＤ ⑪ ｅＮｏｄｅＢ ⑫ 光ケーブル

⑬ ＲＧＷ ⑭ ＳＧＳＮ ⑮ ＩＰアドレス ⑯ コアネットワーク
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式における信号ユニットのＩＳＵＰのラベルについて述べた次のＡ～Ｃ

の文章は、 (オ) 。

Ａ ルーティングラベルは、発信号局番号(ＯＰＣ)、着信号局番号(ＤＰＣ)及び回線番号

(ＣＩＣ)から構成される。

Ｂ 着信号局に対して二つ以上の信号リンクを利用できる場合においては、信号リンク選択番

号(ＳＬＳ)を用いて、信号トラヒックの負荷分散が行われる。

Ｃ 信号順序逆転を防止するため、一つの呼にかかわる信号は、一般に、ＤＰＣとサービス情

報オクテット(ＳＩＯ)を用いて選択した同じ信号リンクにより運ばれる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

公衆交換電話網(ＰＳＴＮ)の輻輳について述べた次の文章のうち、誤っているものは、
ふくそう

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① ネットワークにおいて、一定の限界を超えて継続してトラヒックが集中すること

により交換機などが過負荷状態となり、通信の疎通能力が継続して著しく低下する

現象は、一般に、輻輳といわれ、企画型輻輳、災害型輻輳などの種類がある。

② ネットワークの輻輳などが原因で接続できなかったユーザが繰り返し発呼する状

態を防ぐことなどにより、ネットワークの品質低下を抑える方法は、一般に、分散

制御といわれる。

③ ネットワークが輻輳した状態において、緊急通報、重要通信などを優先して接続

するために、常に一定数の空き回線を確保しておき、残りの回線で非優先呼を接続

する方法は、一般に、留保制御といわれる。

④ 輻輳制御の一つとして、ネットワークの空き設備を有効に用いることにより、輻

輳箇所を迂回した最適なルートにトラヒックをルーティングする制御方法がある。
う



伝33

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

番号ポータビリティについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＰＳＴＮ又はＩＳＤＮといった固定電話における番号ポータビリティでは、全て

の電気通信事業者間で双方向のポータビリティが実現している。

② 携帯電話における番号ポータビリティの実現方法として、リダイレクション方式、

転送方式、コールバック方式などが用いられている。

③ 転送方式は、移転元事業者による呼の中継のために移転元ネットワークの回線を

使用するため、一般に、リダイレクション方式と比較して回線の利用効率は悪くなる。

④ ＰＳＴＮ又はＩＳＤＮにおいて、固定電話で使用されている０ＡＢ～Ｊ番号を対

象とした番号ポータビリティは提供されているが、０１２０を用いた着信課金サー

ビス用電話番号については番号ポータビリティが提供されていない。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ある待時式の系の通信システムにおいて２.０ アーラン の呼量が加わり、これを処理する設

備１台当たりの平均保留時間が６０秒であるとき、この通信システムの平均待ち合わせ時間を

０.６秒以下に保つために必要な最小限の設備数は、図を用いて求めると (ク) 台である。

<(ク)の解答群>

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(凡 例)
ａ：加わる呼量
ｎ：設備数
Ｗ：平均待ち合わせ時間
ｈ：平均保留時間

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝ ３

ｎ＝ ４

ｎ＝ ５
ｎ＝ ６
ｎ＝ ７
ｎ＝ ８
ｎ＝ ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

使用率(ａ／ｎ)

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4

0.6
0.8
1.0

0.8

（
Ｗ
／
ｈ
）

平
均
保
留
時
間
を
単
位
と
し
て
表
し
た

平
均
待
ち
合
わ
せ
時
間
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＳＩＰとＩＳＵＰのインタワークにおける信号処理などについて述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＳＩＰとＩＳＵＰのインタワークには、一般に、ＭＧＣ(Media Gateway Controller)が用い

られ、発呼時におけるインタワークで必要とされるＭＧＣの動作は、ＳＩＰ側から発呼したも

のであるか、ＩＳＵＰ側から発呼したものであるかで異なる。

ＳＩＰ発信－ＩＳＵＰ着信の接続形態の基本接続シーケンスにおいて、ＳＩＰ側からＩＮＶＩＴＥ

リクエストを受信したＭＧＣは、ＩＮＶＩＴＥリクエストの内容が処理継続可能である場合に

は、ＩＳＵＰ側へ (ア) メッセージを送出する。 (ア) メッセージが着信側の交換機

まで到達した場合には、着信側交換機からＡＣＭメッセージが送信される。ＡＣＭメッセージ

を受信したＭＧＣは、ＳＩＰ側へ (イ) レスポンス又は１８３(Session Progress)レスポ

ンスを送信する。着信側の端末が応答すると、ＩＳＵＰ側からＡＮＭメッセージが送信され、

ＡＮＭメッセージを受信したＭＧＣは、ＳＩＰ側へ２００(ＯＫ)レスポンスを送信する。

ＩＳＵＰ発信－ＳＩＰ着信の接続形態の基本接続シーケンスにおいて、ＩＳＵＰ側から

(ア) メッセージを受信したＭＧＣは、ＳＩＰ側へＩＮＶＩＴＥリクエストを送り、ＳＩＰ

側から１００(Trying)レスポンスを受信する。１００(Trying)レスポンス受信後、ＳＩＰ側か

ら (イ) レスポンスを受信したＭＧＣは、着信側が空きであることを示すＡＣＭメッセー

ジをＩＳＵＰ側へ送信する。ＭＧＣは、 (イ) レスポンスのような暫定レスポンスを二つ

以上受信する場合がある。その場合、ＭＧＣは、二つ目以降の暫定レスポンスを (ウ)

メッセージにマッピングして、ＩＳＵＰ側へ送信する。

ＩＳＵＰ発信－ＳＩＰ網経由－ＩＳＵＰ着信の接続形態において、発信側のＩＳＵＰと着信

側のＩＳＵＰ間で付加サービス情報も含めて完全なインタワークが必要な場合は、ＳＩＰと

ＩＳＵＰのインタワーク機能の総称である (エ) が提供する機能のうちのＩＳＵＰ信号透

過転送機能を用いてＩＳＵＰメッセージのカプセル化が行われる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＲＥＬ ② ＲＥＳ ③ ＳＵＳ ④ ＡＬＥＲＴ

⑤ ＩＡＭ ⑥ ＩＤＰ ⑦ ＳＣＣＰ ⑧ ＳＩＰ－Ｔ

⑨ ＣＨＧ ⑩ ＣＰＧ ⑪ Ｈ.３２３ ⑫ ＳＥＴＵＰ

⑬ ２０２(Accepted) ⑭ １８２(Queued)

⑮ １８０(Ringing) ⑯ ＭＥＧＡＣＯ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰのリクエストメッセージに用いられるメソッドについて述べた次の文章のうち、誤っ

ているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＣＡＮＣＥＬは、メディアセッションを設定する途中で設定を取りやめるときに

用いられる。

② ＢＹＥは、送信側又は着信側のＵＡから送信され、メディアセッションを解放す

るときに用いられる。

③ ＲＥＧＩＳＴＥＲは、ＵＡがＳＩＰネットワークに対して、自分のＵＲＩとＭＡＣ

アドレスを通知するときに用いられる。

④ ＯＰＴＩＯＮＳは、ＵＡが他のＵＡやプロキシサーバの能力、状態などを問い合

わせるときに用いられる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰのセキュリティ技術について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ＳＩＰではセキュリティ対策のためのプロトコルとして、安全なトランスポート

層の通信を提供するＰＧＰを使用することが推奨されている。

② ＵＡＣとＵＡＳがＴＬＳを使用する場合には、ＳＩＰＳ ＵＲＩスキームを利用す

る。ＳＩＰＳ ＵＲＩがリクエストに使用された場合は、リクエストＵＲＩのドメイ

ンを担うＳＩＰエンティティに到達するまでの各中継点で、ＴＬＳが使用される必

要がある。

③ ＳＩＰではセキュリティ対策としてＨＴＴＰダイジェスト認証といわれるチャレ

ンジレスポンス方式の手順を用いた認証方式を利用している。

④ ＨＴＴＰダイジェスト認証が用いられる場合、クライアントがＳＩＰサーバへレ

スポンスを送出する際には、サーバが生成した値、ユーザＩＤ、パスワードなどを

用いて計算が行われる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＭＳにおける移動通信システムを構成するサーバの機能などについて述べた次の文章のう

ち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＨＳＳは、ユーザのＩＤ、サービス加入情報などを保持しており、ネットワーク

の規模にかかわらずネットワーク上に一つだけ存在する。

② ＭＧＷは、回線交換網とＩＰ網の相互接続に用いられ、回線交換網で用いられて

いる音声伝送方式とＩＰ網で用いられている音声伝送方式との間の相互変換の機能

を有している。

③ Ｓ－ＣＳＣＦは、ユーザのサービス制御を行う中心的なＳＩＰサーバであり、受

信したＳＩＰメッセージを分析し、適切なＭＧＷへＳＩＰメッセージを転送する機

能を持つ。

④ Ｐ－ＣＳＣＦは、ユーザ端末と直接接続されるＳＩＰサーバであり、ユーザ端末

がＩＭＳネットワークに登録されている間、そのユーザ端末に割り当てられ、ロー

ミング時には移動先であっても常にホームネットワークのＰ－ＣＳＣＦに接続され

る。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

０５０番号が付与されたＩＰ電話について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ０５０に続く４桁の数字(ＣＤＥＦコード)は、地域ごとに異なった数字が付与されること

から、この４桁の数字でＩＰ電話を設置している地域が特定できる。

Ｂ ０５０から始まる電話番号を持つＩＰ電話の端末設備等相互間の片方向の平均遅延時間は、

事業用電気通信設備規則などにおいて、４００ ms 未満とされている。

Ｃ ＩＰ電話サービスを提供する事業者設備は、０５０から始まる電話番号を持つＩＰ電話か

ら１１０番などの緊急通報を接続できる機能を備えなければならない。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＣＡＴＶにおけるアクセス技術などについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＣＡＴＶの特徴である広帯域性と常時接続性を生かし、かつ高速インターネット接続を実現

するＣＡＴＶの網構成の一つとして、ＨＦＣ方式がある。ＨＦＣ方式では、幹線系の光ファイ

バ化により、伝送帯域は (ア) まで広帯域化が可能である。

ＨＦＣ方式によるＣＡＴＶ網は、サービスエリアを標準的に６００世帯程度の (イ) に

分割し、ＣＡＴＶセンタのヘッドエンド装置からそれぞれの (イ) の中心に設置した光

ノードまでを光ファイバでスター状に結び、光ノードから各ユーザ宅までを同軸ケーブルで配

線する。

ＨＦＣ方式では、全区間で同軸ケーブルを用いる方式と比較して、１幹線に接続されるユー

ザ数を少なくすることができるため、上りの (ウ) が減少して通信品質の向上が期待でき

る。また、幹線区間を光ファイバ化することにより、同軸ケーブルに必要な中継増幅器が不要

となるため、同軸コネクタの緩みの発生、給電装置の故障、停電による影響などが低減される。

また、ＣＡＴＶ網を利用したケーブルインターネットのための規格として、ＤＯＣＳＩＳと

いわれる技術仕様が標準化されており、ＣＡＴＶの番組配信と共存したインターネット通信に

適用されている。ＤＯＣＳＩＳの規格では、下り方向にテレビ１チャンネル相当の６ ＭＨz の

帯域を使い、変調方式に (エ) を用いた場合には、約３０ Ｍbit／s の伝送速度が得られ

る。ＤＯＣＳＩＳ３.０では複数の６ ＭＨz の帯域を同時に使用することにより、更なる高速

化を実現する仕様も標準化されている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① セル ② カテゴリ ③ ＱＰＳＫ ④ ５５ ＭＨz

⑤ 階 層 ⑥ 波長分散 ⑦ ３２ＱＡＭ ⑧ ９０ ＭＨz

⑨ 流合雑音 ⑩ アドレス ⑪ ６４ＱＡＭ ⑫ ４５０ ＭＨz

⑬ 熱雑音 ⑭ ＡＳＥ雑音 ⑮ ２５６ＱＡＭ ⑯ ７７０ ＭＨz
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮシステムにおける信号送受信技術について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＯＬＴから各ＯＮＵへの下り信号は放送形式で送信されるため、各ＯＮＵは同

一の信号を受信するが、この受信信号から該当のデータを抽出する際には、受信

したフレームのプリアンブル部に配置されたＬＬＩＤといわれる識別子により宛

先を判断し、該当のデータを取り込む方法が用いられている。

② ＯＬＴは、各ＯＮＵからの信号送出タイミングを制御するため、ＯＬＴと各ＯＮＵ

間の信号の伝送時間を測定する機能を有しており、この機能は、一般に、レンジ

ングといわれる。

③ 各ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号は、各ＯＮＵのクロック位相、光信号強度な

どが異なり、かつ、バースト状となることから、バースト信号を受信する回路が

ＯＬＴに必要となる。

④ 一つのＯＬＴに接続された複数のＯＮＵから送出される上り信号の衝突を回避

するため、各ＯＮＵがＯＬＴに対して信号送出許可を要求することにより、各

ＯＮＵがそれぞれの送出タイミングを指定している。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスネットワークにおける多重化技術などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ ＣＡＴＶのＨＦＣ方式を適用したシステムに用いられているＳＣＭ方式では、送信する複

数の映像信号を周波数多重し、その信号を用いて光信号を強度変調して光ファイバへ送出す

る。

Ｂ ＦＴＴＨの光映像配信システムにおいて、映像信号などを一括して広帯域のＦＭ電気信号

に変換し、この信号でＬＤの出力光を変調した光信号を用いて多チャネル映像伝送を行う方

式は、ベースバンド伝送方式といわれる。

Ｃ 光アクセスネットワークで用いられるＴＣＭ方式では、光方向性結合器を用いて、光ファ

イバ内を伝搬する光の方向により上り信号と下り信号を識別し、１心の光ファイバで双方向

通信を実現している。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＯＴＮの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＯＴＮでは、波長単位でノード間に割り当てられる信号の論理的な通路はＯＣｈ

(Optical Channel)といわれ、エンド・ツー・エンドでの管理が可能となっている。

ＯＴＮはパスレイヤのＯＣｈのほかに、セクションレイヤのＯＴＳ(Optical Trans-

mission Section)とＯＭＳ(Optical Multiplex Section)で構成される。

② 光ファイバを用いた長距離伝送システムでは、符号誤り率の小さい伝送が実現さ

れているが、更なる大容量化、長距離化に対応した高品質な伝送を実現するため、

ＯＴＮでは誤り訂正技術としてＡＲＱが用いられている。

③ ＧＦＰは、イーサネットやＩＰなどの信号をＯＴＮへマッピングする手順であり、

ＧＦＰフレームは、固定長のコアヘッダと可変長のペイロード領域から構成される。

④ ＧＦＰフレームは、ＯＴＮのＯＰＵｋ(Optical Channel Payload Unit-k)ペイロー

ドに順次マッピングされ、クライアント信号がない場合には、アイドルフレームが

挿入される。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

無線ＬＡＮの伝送方式などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 無線ＬＡＮでは、複数ユーザが同じ場所で同じ周波数を同時に使用すると相互に

干渉し合うため、一般に、デジタル信号を一定の時間ごとに切り替えて時分割多重

することによって干渉を回避している。

② 無線ＬＡＮに割り当てられている５ＧＨz帯は、ＩＳＭバンドといわれ、電子レン

ジなどにも用いられており、この帯域を利用する無線ＬＡＮでは、他の機器との電

波干渉を避けるため、スペクトラム拡散変調の技術が用いられている。

③ 無線ＬＡＮで用いられるＯＦＤＭ方式は、一般に、シンボル間干渉やマルチパス

によって生ずるフェージングへの耐性が高く、サブキャリアを高密度に配置できる

などの特徴を有している。

④ 無線ＬＡＮのアクセス制御には、無線基地局が基地局配下の各端末に送信要求の

有無を問い合わせ、送信要求のあった端末へ順番に送信権を与えるＤＣＦ(Distri-

buted Coordination Function)といわれる方法及び各端末がチャネルの使用状況を

検知して自律的にパケットの送信タイミングを決めるＰＣＦ(Point Coordination

Function)といわれる方法がある。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＢＧＰ４の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＢＧＰ４はＡＳ間の経路制御を行うルーティングプロトコルであり、ＡＳ間での制御情報

のやり取りは、ＡＳが持つ (ア) とこれに付随したパス属性を装置間で交換することで行

うことができる。ＢＧＰ４では、ある宛先に到達するためのパスが複数ある場合、それらのパ

スは (イ) に保存される。この (イ) 内に保存された複数のパスの中から、ＢＧＰの

パス属性を基に、宛先に対する一つのベストパスが選定される。

パス属性は、周知強制(well-known mandatory)、周知任意(well-known discretionary)、オ

プション通過(optional transitive)及びオプション非通過(optional non-transitive)の四つ

のカテゴリのいずれかに該当するように定義されている。

周知強制は、全てのＢＧＰの実装でサポートされていなければならず、かつ、全てのＢＧＰ

経路情報に付加される必要がある。このカテゴリには、 (ウ) 属性などが含まれる。

(ウ) 属性には、経路情報がどのように生成されたものかにより、ＩＧＰ、ＥＧＰ及び

ＩＮＣＯＭＰＬＥＴＥの三つのいずれかに対応する値が含まれる。

周知任意は、全てのＢＧＰの実装でサポートされていなければならないが、ＢＧＰ経路情報

には付加される場合と付加されない場合がある。このカテゴリには、 (エ) 属性などが含

まれる。 (エ) は、自ＡＳから外部への接続パスが複数個ある場合に、どの経路を優先的

に使用するかを自ＡＳ内部に伝達する際に利用される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＣＯＭＭＵＮＩＴＹ ② オブジェクト識別子 ③ メトリック値

④ ＶＬＡＮテーブル ⑤ ＮＳＡＰアドレス ⑥ ＮＬＲＩ

⑦ ＬＯＣＡＬ_ＰＲＥＦ ⑧ ＮＥＸＴ_ＨＯＰ ⑨ ＯＲＩＧＩＮ

⑩ ＡＧＧＲＥＧＡＴＯＲ ⑪ ＡＲＰテーブル ⑫ ＡＳ_ＰＡＴＨ

⑬ ＭＡＣアドレステーブル ⑭ ＢＧＰテーブル

⑮ ＣＬＵＳＴＥＲ_ＬＩＳＴ ⑯ ＡＴＯＭＩＣ_ＡＧＧＲＥＧＡＴＥ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるコネクション型通信及びコネクションレス型通信の特徴などにつ

いて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＩＰネットワーク上では、コネクション型通信プロトコル及びコネクションレス型

通信プロトコルの利用が可能であり、コネクション型通信プロトコルは、ネットワー

ク層でサポートされている。

② コネクション型通信では送信したデータが通信相手に正しく到着したかを確認し

ており、エンド・ツー・エンド通信の正常性の確認には、送信データの順序制御、

再送制御などの機能を持つＵＤＰを用いている。

③ コネクションレス型通信は、コネクション型通信と比較して、一般に、通信の信

頼性は低いが、通信制御が簡単であり処理の高速化などが可能とされている。

④ コネクション型通信では、コネクションの確立と解放には３ウェイハンドシェイ

クといわれる手順を用いている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるＭＰＬＳのラベルスイッチングなどについて述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＭＰＬＳのネットワークでは、一般に、ネットワークの入側のＬＳＲ(Label Switch-

ing Router)でラベルが付与され、ネットワークの中のＬＳＲで自ルータ内のＭＰＬＳ

転送用テーブルを参照してラベルスイッチングが行われる。

② ＶＰＮトラヒックを転送するために各ＬＳＲで保持するラベル情報は、一般に、

隣接ＬＳＲからラベル配布プロトコルで配布される。

③ ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、複数のユーザが同一のＩＰアドレス空間を使用しても、

ユーザごとに異なるＲＤ(Route Distinguisher)を付与すること、ＶＲＦ(VPN Routing

and Forwarding)テーブルを用いてＶＰＮごとの経路制御を管理することなどで複数

のユーザの通信を同一ネットワークで実現している。

④ ＭＰＬＳ－ＶＰＮのネットワークでは、一般に、２種類のラベルが用いられ、先

頭のラベルはユーザを識別するために、また、先頭から２番目のラベルは高速転送

するために用いられる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４とＩＰｖ６の共存技術について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＩＰｖ４ネットワークとＩＰｖ６ネットワークとの間に双方のプロトコルを相互変換でき

る装置を用いて通信する技術は、一般に、トランスレーションといわれる。

Ｂ 端末やサーバがＩＰｖ４とＩＰｖ６の両方のプロトコルスタックを持つ技術は、一般に、

ＡＬＧといわれる。

Ｃ ＩＰｖ６ネットワーク上でＩＰｖ４パケット全体をカプセル化して通信する技術は、一般

に、ＩＰｖ４ ｏｖｅｒ ＩＰｖ６トンネリングといわれ、ＭＡＰ－ＥやＤＳ－Ｌｉｔｅなど

がある。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＴＣＰ及びＵＤＰで使用されるポート番号の特徴などについて述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ルータは、一般に、宛先及び送信元のＭＡＣアドレス、宛先及び送信元のＴＣＰ

又はＵＤＰポート番号を用いて、ＴＣＰ又はＵＤＰの通信フローを特定することが

可能であり、それら四つの情報のどれか一つでも異なれば、異なる通信フローとし

て識別することが可能である。

② ウェルノウンポート番号は、ＨＴＴＰ、ＴＥＬＮＥＴ、ＦＴＰなどのアプリケー

ションプロトコルごとに固定的に決められているポート番号であり、０から１,０２３

までの範囲内の番号が用いられる。

③ ＴＣＰ及びＵＤＰでは、通信しているサーバを識別するため、１６ bit で構成

されるポート番号を用いている。

④ ＴＣＰ通信には、送信側が受信側の受信能力に合わせてパケット送信を行うフロー

制御機能があり、このフロー制御は送信側ホストから受信側ホストに対して受信可

能なデータサイズを通知することにより行われる。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ギガビットイーサネットについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＥＥＥ８０２.３で規定されるギガビットイーサネットの規格は、ＩＥＥＥ８０２.３ａｂ

とＩＥＥＥ８０２. (ア) とに大別される。

ＩＥＥＥ８０２.３ａｂは、データ送受信に物理媒体として (イ) を用いる１０００

ＢＡＳＥ－Ｔの規格であり、この規格のデータ符号化方式としては、 (ウ) が用いられて

いる。

ＩＥＥＥ８０２. (ア) には、光ファイバを用いる１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ及び１０００

ＢＡＳＥ－ＬＸ並びに同軸ケーブルを用いる１０００ＢＡＳＥ－ＣＸの三つの規格があり、こ

れらの共通部分は１０００ＢＡＳＥ－Ｘとして規定されている。１０００ＢＡＳＥ－Ｘでは、

リンクを共有する２台の１０００ＢＡＳＥ－Ｘ装置間において情報をやり取りし、最適の通信

モードを自動的に設定する (エ) が可能である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ３ａｄ ② ＣＡＴ４のＵＴＰケーブルの４対 ③ ４Ｂ／５Ｂ

④ ３ａｅ ⑤ ＣＡＴ５のＵＴＰケーブルの２対 ⑥ ８Ｂ／１Ｑ４

⑦ ３ａｈ ⑧ ＣＡＴ５のＵＴＰケーブルの４対 ⑨ ８Ｂ／１０Ｂ

⑩ ３ｚ ⑪ ＣＡＴ６のＵＴＰケーブルの２対 ⑫ ６４Ｂ／６６Ｂ

⑬ オートネゴシエーション ⑭ クロスコネクト

⑮ キャリアエクステンション ⑯ シェーピング
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶＬＡＮの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① スイッチの特定の物理ポート単位でグルーピングをする方式は、一般に、ポート

ベースＶＬＡＮといわれる。ポートベースＶＬＡＮによるグループ分けを設定する

と異なるグループの端末との通信は遮断される。

② スイッチのポートに接続される端末によって、所属するＶＬＡＮを動的に変更で

きる方式は、一般に、ダイナミックＶＬＡＮといわれる。

③ ダイナミックＶＬＡＮの一つであるサブネットベースＶＬＡＮでは、端末のネッ

トワークインタフェースカードを交換するなどＩＰアドレスには変更がないが、端

末のＭＡＣアドレスに変更があった場合、変更されたＭＡＣアドレスを登録しない

限りその端末は同じＶＬＡＮで使用できない。

④ トランクリンクを用いると、スイッチ間において複数のＶＬＡＮトラヒックを

１本の物理リンク上で送受信することができる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電子メールシステムについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 電子メールシステムは、一般に、ＭＵＡとＭＴＡで構成され、ＭＵＡは個々のメールサー

バに対応し、ＭＴＡや他のＭＵＡから受信したメッセージを別のＭＵＡに転送する。

Ｂ ＳＭＴＰでは、ＳＭＴＰコネクションが一度設定されると、複数のメッセージを連続して

送ることができる。

Ｃ ＰＯＰ３を利用すれば、ＭＵＡは、ネットワークを介してメールサーバにある自分のメー

ルボックスに保存されているメールを取り込むことができる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＡＤＩＵＳについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＲＡＤＩＵＳパケットの送受信には、認証サーバにおける処理の負荷を抑え、

認証処理の速度を速くするなどのため、一般に、ＵＤＰが使用される。

② ＲＡＤＩＵＳサーバは、ＲＡＤＩＵＳクライアントからのアクセス要求パケッ

トを受信すると、アクセス許可パケット、アクセス拒否パケット又はアクセス

チャレンジパケットのいずれか一つで応答する。

③ ＲＡＤＩＵＳ認証では、アクセス要求を受け取ったＲＡＤＩＵＳサーバで認証

する代わりに、別のＲＡＤＩＵＳサーバにアクセス要求を転送し、認証処理を中

継するプロキシ処理がサポートされている。

④ ＲＡＤＩＵＳ認証では、ＰＰＰ上での認証として、ＣＨＡＰ認証をサポートし

ているが、ＰＡＰ認証はサポートしていない。

⑤ ＲＡＤＩＵＳには、認証、認可及びアカウンティングの三つの機能があり、総

称してＡＡＡ機能といわれる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル署名について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ デジタル署名では、悪意のある第三者の送信者へのなりすましは検出できない。

Ｂ デジタル署名では、送信者の公開鍵が漏洩すると、送信データが改ざんされるおそれがあ
えい

る。

Ｃ デジタル署名では、受信者の秘密鍵を署名に用い、送信者の公開鍵を検証に用いる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省略や部分 
省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 


